
「立野ダムの質問 （対知事）」 ２０１７年６月議会  山本伸裕 ２０１７年６月１６日 
 
 先週、私は改めて、ダム予定地周辺を視察してきました。（パネル：北向山の人工林崩落の写真）、
これは北向き山の鮎帰りの滝のところの人工林を写した写真ですが、ご覧の通り山の上のほうから大
規模に崩落しています。人工林の中に入ってみると、旱魃などの手入れも行なわれていないために、
非常に細い木が大量に伸びています。大雨がふればひとたまりもなく崩れてしまうのではないか、し
かも地震による亀裂はいまも無数に残っています。まとまった雨が降ればあちこちで土砂崩落が発生
するのではないか、そうした箇所はダム予定地の上流には随所に存在するわけであります。 
 そこで知事にお尋ねしますが、こうした場所に穴あきダムを作ることは、将来に対しあまりにも大
きなリスクを抱えることになってしまうのではないでしょうか。昨年 12 月県議会での私の質問に対
し知事は、一つ一つのダムは果たすべき役割等々、それぞれ状況が異なるため、個々の状況に応じて
総合的に判断するとおっしゃいました。しかし熊本地震発生という大きな事態の変化を踏まえた総合
的な検証は、国交省主導の技術委員会の結論を丸のみした以外、全く行われていないのではないでし
ょうか。 
 ダム予定地周辺は、そもそもが火山活動による崩れやすい土壌であります。ダム近傍に無数の活断
層が走っています。熊本地震と豪雨災害により今なお無数の亀裂が生じており、またダム上流には崩
れやすい人工林が存在しています。 
穴あきダムには土砂が堆積します。放流孔がふさがるとダムはただの危険な構造物となります。放

流孔がふさがらない段階においてもダムによって河川の流れが減速され、ダム下流部の土砂の堆積が
増大します。洪水時においても流速が抑制されるために、土砂堆積に拍車がかかり、河川に堆積した
土砂は陸地となり草や木が育ち生態系が変わっていきます。さらに雄大な阿蘇の景観を損ね、自然を
壊し、観光資源を傷つけることになります。 
わたしは、高々毎秒 200 ㌧の洪水調節のために、これほどまでに大きなリスクを抱えてまでダム

を作ることが正しい政策判断だとは到底思えません。 
私は今こそ立野ダム建設の妥当性について、県としての主体的・総合的な検証を行い、ダムによら

ない治水の方向へ舵を切るべきだと考えますがいかがでしょうか。お尋ねします。 
 

＜知事答弁への切り返し＞ 
 
 前回の私の質問に対するご回答と、残念ながらほぼ同じ内容のご答弁でありました。関係市町村が
ダム建設推進を要望されているとおっしゃいましたが、一方では熊本市長をはじめ複数の流域首長か
ら、住民への現場説明会を開いてほしいという声が上がっているわけであります。熊本地震後、住民
の不安が高まっている空気を感じ取っておられるのだろうと思います。 
先日、私は土木工学の専門家で崇城大学名誉教授の村田重之先生の現地調査に同行させていただきま
した。そこで村田先生は、はっきり言えることが二つあると強調されました。一点は、ダム湛水域に
はまだ崩落していないものの多くの亀裂が各所に無数に存在しており、しかも人工林が多く残ってい
る。大雨がふれば、大量の土砂、流木が流出しダム湖に流れ込んでくる懸念が大きいということ。そ



して二点目は、ダム湖に堆積する大量の土砂、流木などで、もしいったん放流孔がふさがってしまっ
たら、その後の雨で流木は水面に浮かび上がってくるなどということはありえないと強調されたこと
であります。国交省の説明に疑問を呈する専門家がいらっしゃるのに、もっぱら国交省の身内で固め
た技術委員会の言い分だけを採用するというのは、ダム建設促進という結論先にありきではないかと
のそしりを免れません。説明責任を果たそうとしない国交省とともに、ぜひ自らの姿勢を見直してい
ただきたいと思います。 


